
２０２2年度
お客さま本位の業務運営
取組状況について

２０２3年５月



お客さま本位の業務運営

【取組方針】

１.お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、
お客さまの最善の利益の追求に努めます。

２.お客さまの利益が不当に害されることがないよう、
利益相反の管理を徹底いたします。

３.手数料等の重要な情報について、
丁寧に分かりやすく説明します。

４.一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます。

５.お客さま本位の業務運営を実現するため、
態勢の整備・職員教育に努めます。
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お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、
お客さまの最善の利益の追求に努めます。

取組方針１

（１）当金庫は、役職員が高い専門性と職業倫理をもって、お客さまに対して誠実・公正
に業務を行い、お客さまの最善の利益の追求に努めます。

マネーアドバイザー（ＭＡ）制度の運用

資産形成のサポートからローンや保険の見直し、相続などの相談に対応するため、
２０１８年度にＭＡ制度を導入いたしました。女性職員が中心となり、各種研修を受けな
がら専門知識やコミュニケーション能力を磨き、提案能力の向上に取り組んでおります。

当金庫の取組み（１）

年度 2018年度 2019年度

人数 15名 19名

年度 2020年度 2021年度

人数 24名 31名

年度 2022年度

人数 34名
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お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、
お客さまの最善の利益の追求に努めます。

取組方針１

（１）当金庫は、役職員が高い専門性と職業倫理をもって、お客さまに対して誠実・公正
に業務を行い、お客さまの最善の利益の追求に努めます。

ファイナンシャル・プランニング技能士（ＦＰ技能士）の取得当金庫の取組み（２）

資格分類 2021年3月末 2022年3月末 2023年3月末

１級ＦＰ技能士 6名 6名 5名

２級ＦＰ技能士 89名 98名 98名

３級ＦＰ技能士 67名 71名 71名

合計 162名 175名 174名

役職員数 307名 307名 295名

取得率 52.8％ 57.0％ 58.9％

お客さまの様々なニーズにこたえられる知識・スキル・専門性の向上のために、国家資格
であるＦＰ技能士の資格取得を推奨しております。一人ひとりの将来の夢や目標に対して、
お金の面で様々な悩みをサポートし、その解決策をアドバイスできるよう努めております。
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当金庫の取組み

お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、
お客さまの最善の利益の追求に努めます。

取組方針１

（２）当金庫は、お客様との面談を通じてコミュニケーションを重ね、お客さまが抱えて
いる課題にともに向き合い、最適な商品・サービスの提供に努めます。

「コンサルティング営業支援ツール」の活用

お客さまへの情報提供ツールとして、ノース
アイランド社製の「コンサルティング営業支
援ツール」を導入し、タブレットへ展開して
おります。同ツールを活用したライフプラン
ニングや資産運用シミュレーションをもとに、
様々な選択肢がある中からお客さまに最適な
情報を提供し、生活設計をサポートできるよ
う努めております。
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取組方針２

（２）当金庫は、当金庫のみの利益となるような、特定の運用会社に偏った商品の提案を
行いません。

お客さまにご提案する商品が特定の商品に偏ることがないよう、お客さまの意向やリス
ク許容度に応じて複数の商品から選んでいただけるよう、職員向けの様々な研修を通じ
て知識および提案力の向上を図っております。

お客さまの利益が不当に害されることがないよう、
利益相反の管理を徹底いたします。

（１）当金庫は、取引における利益相反の可能性について正確に把握し、利益相反管理規
定を定め、利益相反の可能性がある場合には適切に管理を行います。

コンプライアンス室が営業部門から独立した管理部署として利益相反のおそれのある取引
の特定および利益相反管理を一元的に行っております。また、利益相反管理について定め
られた法令および利益相反管理規定等の庫内規則を遵守するため、役職員等を対象に教
育・研修等を行っております。

当金庫の取組み

当金庫の取組み ご提案する商品が偏らないようにするための職員教育

モニタリング体制の整備
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取組方針３

（１）当金庫は、金融商品のご提案にあたり、リターン・リスク・手数料等の費用など
重要な情報について、分かりやすい資料を活用し、お客さまの理解がより深まるよう努め
ます。

手数料等の重要な情報について、
丁寧に分かりやすく説明します。

当金庫の取組み 「重要情報シート」の導入

商品選択する際の重要な情報についてお客さ
まの理解が深まり、商品の比較が容易になる
よう、２０２３年２月に「重要情報シート」
を導入いたしました。
お客さまにとって分かりやすい情報提供が行
えるよう努めております。
また、定期的に行っている研修において、投
資信託等の専門用語を分かりやすい言葉に置
き換えて、お客さまに説明できるよう継続的
に指導を実施しております。

【重要情報シート】
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取組方針３

（２）当金庫は、お客さまが意向に沿った商品を容易に選択できるよう、お客さまの金融
知識などを考慮したうえで、専門用語を用いず、誤解を招かないよう、お客さまの立場に
立った丁寧で分かりやすい説明に努めます。

手数料等の重要な情報について、
丁寧に分かりやすく説明します。

当金庫の取組み ロールプレイング研修

※少人数のグループ単位で、業務部職員が相手役となり取り組んでおります。

お客さまのニーズや課題を引き出す能力、その課題を解決するための提案力、丁寧で分
かりやすい説明力を養うため、実際の応対を想定したロールプレイング研修を実施して
おります。

項目 2022年度実施回数

資産形成 22回

保険 3回

参加人数 18名
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取組方針４

（１）当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、適合性
に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品やサービスの提供に努め
ます。

ライフプランニング

一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます。

お客さまの家族構成や収支状況・将来の計画などを基にライフプラン診断を行い、
お客さまの課題を解決できるようアドバイスをさせていただいております。

当金庫の取組み（１）
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取組方針４

（１）当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、適合性
に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品やサービスの提供に努め
ます。

ＮＩＳＡ・積立投資のご提案

一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます。

ＮＩＳＡ・積立投資のご提案を通じて、お客さまの資産形成をお手伝いいたします。

当金庫の取組み（２）

【ＮＩＳＡ口座 契約者数】 【積立投資 契約者数】
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取組方針４

（１）当金庫は、お客さまとの対話を大切にし、ライフプランを考慮したうえで、適合性
に見合う、一人ひとりのお客さまにふさわしいと考える金融商品やサービスの提供に努め
ます。

確定拠出年金のご提案

一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます。

個人型確定拠出年金（ｉＤｅＣｏ）、企業型確定拠出年金のご提案を通じて、
節税メリットを活かした効率的な資産形成をお手伝いいたします。

当金庫の取組み（３）

【個人型確定拠出年金（ｉＤｅＣｏ） 契約者数】 【企業型確定拠出年金 契約者数】

460

484

493

440

450

460

470

480

490

500

2021年3月末 2022年3月末 2023年3月末

契約者数

866 

1,074 

1,259 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

2021年3月末 2022年3月末 2023年3月末

契約者数



11

取組方針４

（２）当金庫は、投資信託をご契約いただいているお客さまに対し、定期的なアフター
フォローを実施することで、お客さまの課題を確認するとともに、タイムリーな情報の提
供に努めます。

定期的なアフターフォローの実施

一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます。

投資信託を一定金額保有いただいているお客さまには、定期的に面談や電話によるアフ
ターフォローをさせていただいております。アフターフォローの際には、現状の報告だ
けでなく、お客さまの課題やご意向を確認させていただき、お客さまにとって最適な商
品・サービスの提供に活かしております。

当金庫の取組み

※投資信託を１０万円以上保有されているお客さまに対して、年に１回以上アフターフォローを実施

年度 フォロー対象者数※ フォロー実施者数 フォロー率

2021年度 2,964名 2,731名 92.1％

2022年度 3,211名 3,008名 93.6％
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取組方針４

（３）当金庫は、お客さまの多様なニーズにお応えできるよう商品ラインナップを構築し、
適宜見直しを行います。

充実した商品ラインナップの構築

一人ひとりのお客さまにふさわしい
金融商品やサービスの提供に努めます。

当金庫の取組み

分類 2021年3月末 2022年3月末 2023年3月末

債券
国内外 1 １ １

海外 5 ４ ４

株式

国内 5 ５ ５

国内外 5 ６ ６

海外 6 ９ ９

ＲＥＩＴ

国内 2 ２ ２

国内外 3 ２ ２

海外 2 ２ ２

商品 国内外 1 １ １

バランス 国内外 4 ５ ５

合計 ３４ ３７ ３７

（内つみたてＮＩＳＡ専用） 4 ５ ５

２０２１年６月に８商品を新規採
用、５商品を販売停止し、ライン
ナップの見直しを行いました。
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取組方針５
お客さま本位の業務運営を実現するため、

態勢の整備、職員教育に努めます。

（１）当金庫は、お客さまに対して、誠実・公正に商品・サービスの提供ができるよう業
績評価制度の見直しを定期的に行ってまいります。

当金庫では、２０２０年度から業績評価制度にプロセス評価を導入しております。
プロセス評価では、目標に対する結果だけでなく、その結果に至るプロセスについても評
価対象としております。お客さまのニーズや課題を引き出し、その解決策を考えて提案す
るというプロセスを評価対象とすることで、お客さまが真に求める商品・サービスの提供
につながると考えております。
交渉させていただいた際には、どのような課題を発掘したか、課題解決のためどのような
提案を行ったか等、システムに記録を残しております。
業務部にて毎月、交渉内容をモニタリングし、好事例を全営業店で共有する等、課題解決
型営業の浸透を図っております。

当金庫の取組み プロセス評価
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取組方針５

（２）当金庫は、お客さまにふさわしい金融商品やサービスを提供できるよう、コミュニ
ケーション能力、提案能力の向上を図る研修、またはコンプライアンス研修を継続的に実
施し、人材の育成を図ってまいります。

お客さま本位の業務運営を実現するため、
態勢の整備、職員教育に努めます。

当金庫の取組み お客さま本位の提案力向上に向けた研修の実施

コミュニケーション能力の向上のため、日本語検定の取得を推奨しております。

提案能力およびコンプライアンスの意識向上のため、以下の研修を実施しております。

【日本語検定合格者数】

【2022年度実施研修】

資格分類 2021年3月 2022年3月 2023年3月

準2級 ８名 8名 8名

3級 89名 96名 100名

内容 講師 回数

資産形成 業務部 33回

保険、他 業務部、保険会社 76回

コンプライアンス 業務部 9回



共通ＫＰＩ

投信販売会社における
比較可能な共通ＫＰＩは
以下の通りです。
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運用損益別顧客比率
当金庫で投資信託を保有しているお客さまの運用状況を、運用損益率区分ごとに表示
しています。運用損益率がプラス（0％以上）のお客さまは3月末時点で約77％でした。
なお、同比率は2021年3月末時点で95％、2022年3月末時点で87％でした。

基準日：2023年3月末時点
運用損益：基準日時点の評価金額＋累計受取分配金額（税引後）＋累計売却金額－累計買付金額（販売手数料（税込）を含む）
運用損益率：上記運用損益を基準日時点の評価金額で除して算出

運用損益率プラス
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投資信託預かり残高上位20銘柄のコスト・リターン
投資信託の残高上位20銘柄について、コストに対するリターンを表示しています。

基準日 ：2023年3月末時点
対象ファンド：投資信託の預かり資産残高上位20銘柄（設定後5年以上）
コスト ：（販売時手数料÷5）＋信託報酬（年率）
リターン ：過去5年間のトータルリターン（年率換算）

騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用
※ 上記は将来における当金庫の取扱の投資信託のリターン、リスクを示唆、保証するものではありません。

残高加重平均値
リターン コスト

5.17％ 1.72％

２０２1年３月末

加重平均

２０２3年３月末

残高加重平均値
リターン コスト

6.58％ 1.82％
残高加重平均値

リターン コスト

5.52％ 1.79％

２０２2年３月末

加重平均加重平均

（高）

（低）

（低）
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投資信託預かり残高上位20銘柄のリスク・リターン
投資信託の残高上位20銘柄について、リスクに対するリターンを表示しています。

基準日 ：2023年3月末時点
対象ファンド：投資信託の預かり資産残高上位20銘柄（設定後5年以上）
リターン ：過去5年間のトータルリターン（年率換算）

騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用
リスク ：過去5年間の月次リターンの標準偏差（年率換算）

騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を使用
※ 上記は将来における当金庫の取扱の投資信託のリターン、リスクを示唆、保証するものではありません。

残高加重平均値
リターン リスク

5.17％ 14.59％
残高加重平均値

リターン リスク

6.58％ 15.02％
残高加重平均値

リターン リスク

5.52％ 15.76％

２０２1年３月末

加重平均

２０２3年３月末２０２２年３月末

加重平均
加重平均

（高）

（高）

（低）

（低）



当金庫の投資信託の残高上位20銘柄は以下の通りです。（2023年3月末時点）

NO ファンド名 運用会社 コスト リスク リターン

１ しんきんＪリートオープン（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.49％ 14.60％ 3.17％

２ 新光ＵＳ－ＲＥＩＴオープン アセットマネジメントＯｎｅ 2.23％ 18.22％ 7.87％

３ グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド 三菱ＵＦＪ国際投信 3.08％ 16.30％ 10.59％

４ ダイワ・インド株ファンド 大和アセットマネジメント 2.51％ 23.79％ 8.58％

５ しんきんＪリートオープン（１年決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.46％ 14.58％ 3.32％

６ しんきんインデックスファンド２２５ しんきんアセットマネジメント投信 0.88％ 17.04％ 6.60％

７ 三井住友・グローバル・リート・オープン 三井住友DSアセットマネジメント 2.41％ 20.68％ 3.52％

８ しんきん世界好配当利回り株ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 2.09％ 22.56％ 9.24％

９ 投資のソムリエ アセットマネジメントＯｎｅ 1.98％ 3.72％ -0.44％

１０ しんきん３資産ファンド（毎月決算型） しんきんアセットマネジメント投信 1.49％ 9.31％ 3.74％

１１ グローバル・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 日興アセットマネジメント 2.49％ 21.45％ 13.09％

１２ グローバル・ハイクオリティ成長株ファンド（為替ヘッジなし） アセットマネジメントＯｎｅ 2.53％ 20.40％ 10.03％

１３ 女性活躍応援ファンド 大和アセットマネジメント 2.04％ 20.19％ -2.50％

１４ たわらノーロードバランス（８資産均等型） アセットマネジメントＯｎｅ 0.14％ 10.14％ 5.41％

１５ しんきんＪＰＸ日経４００オープン しんきんアセットマネジメント投信 0.88％ 15.29％ 5.35％

１６ しんきんノーロード日経２２５ しんきんアセットマネジメント投信 0.43％ 17.06％ 7.08％

１７ コーポレート・ボンド・インカム（為替ノーヘッジ型） 三井住友DSアセットマネジメント 1.42％ 5.63％ 5.56％

１８ ゴールド・ファンド（為替ヘッジなし) 日興アセットマネジメント 0.85％ 11.74％ 12.52％

１９ しんきん世界アロケーションファンド しんきんアセットマネジメント投信 1.49％ 3.12％ -1.65％

２０ ワールド・インフラ好配当株式ファンド（毎月決算型） アセットマネジメントＯｎｅ 2.44％ 19.83％ 12.10％


